
11
月
３
日
「
憲
法
九
条
守
ろ

う
２
０
２
１
愛
知
県
民
の
つ
ど

い
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
演

は
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺

修
さ
ん
。
「
今
回
の
選
挙
結
果

は
自
公
政
治
に
対
し
て
変
わ
れ

ば
こ
う
な
る
の
だ
と
未
来
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
し
か
『
仕
方
な
い
と
い

う
支
持
』
を
覆
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
」
と
の
見
解
を
示

し
、
「
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
野

党
共
闘
攻
撃
が
や
っ
て
く
る
、

共
闘
の
力
が
大
き
い
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
。
」
「
共
闘
以

外
に
自
公
を
倒
せ
る
の
か
。
新

自
由
主
義
を
や
め
さ
せ
ら
れ
る

の
か
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
で
き
る
の
か
。
改
憲
阻
止
が

で
き
る
の
か
。
核
兵
器
禁
止
条

約
を
批
准
で
き
る
の
か
。
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

確
か
に
小
選
挙
区
制
で
あ
る

限
り
共
闘
を
し
な
け
れ
ば
現
政

権
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。

（
あ
つ
た
支
部

Ｗ
）

※
警
備
要
員
と
し
て
愛
労
連
か

ら
要
請
を
受
け
て
11
時
過
ぎ
か

ら
16
時
30
分
頃
ま
で
警
備
に
当

た
り
ま
し
た
。
右
翼
か
ら
の
妨

害
阻
止
の
た
め
で
す
。
幸
い
な

こ
と
に
何
事
も
無
く
終
了
し
ま

し
た
。
写
真
は
、
会
場
前
に
張

り
出
さ
れ
た
主
催
者
の
立
て
看

板
で
す
。

（
執
行
部

Ｕ
）

２
０
２
１
年
10
月
か
ら
の
最

賃
改
定
は
、
２
８
円
ア
ッ
プ
の

９
５
５
円
と
な
り
大
幅
な
改
善

と
な
り
ま
し
た
。
愛
労
連
を
軸

に
、
こ
の
１
年
は
、
労
働
局
へ

の
申
し
入
れ
、
宣
伝
、
署
名
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し

た
、
そ
の
成
果
で
も
あ
る
こ
と

を
確
信
に
し
ま
し
ょ
う
。
全
労

連
は
、
２
０
２
０
年
８
月
か
ら

２
０
２
４
年
７
月
月
ま
で
の
４

年
間
を
全
国
一
律
最
低
賃
金
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
、
法
改

正
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
総
選
挙

で
は
野
党
４
党
が
「
全
国
一
律

１
５
０
０
円
」
を
公
約
に
掲
げ

た
よ
う
に
、
そ
の
機
運
は
盛
り

上
が
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
運

動
い
か
ん
で
は
情
勢
を
切
り
開

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

愛
労
連
は
、
「
全
国
一
律
最

低
賃
金
実
現
を
め
ざ
す
請
願
署

名
」
（
全
労
連
署
名
）
お
よ
び

「
生
活
改
善
、
地
域
経
済
の
好

循
環
の
め
に
、
愛
知
県
最
低
賃

金
を
１
５
０
０
円
と
し
、
中
小

企
業
支
援
を
求
め
る
要
請
署
名

」
（
愛
労
連
署
名
）
を
ス
タ
ー

ト
し
、
宣
伝
行
動
、
国
会
議
員
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全
国
一
般
愛
知
地
本

今
回
の
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
て

最低賃金1500円はみんなの要求！
生活を守り展望のもてる未来へ

最賃２大署名に取り組もう



要
請
、
愛
知
労
働
局
や
愛
知
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
要
請

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
共

同
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
運
動

を
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
全
国
一
般
も
、
「
全
労

連
署
名
」
と
「
愛
労
連
署
名
」

の
２
大
署
名
の
と
り
く
み
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。
署
名
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

上
が
ら
な
い
日
本

の
所
得
水
準
！

（
朝
日
新
聞
よ
り
引
用
）

２
０
２
０
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
１
ド
ル=

１
１
０
円
と
し
た

場
合
の
日
本
の
平
均
賃
金
は
４

２
４
万
円
。
35
カ
国
中
22
位
で

あ
り
、
１
位
の
米
国
（
７
６
３

万
円
）
と
３
３
９
万
円
も
差
が

あ
り
ま
す
。
１
９
９
０
年
と
比

べ
る
と
日
本
が
18
万
円
し
か
増

え
て
い
な
い
間
に
、
米
国
は
２

４
７
万
円
も
増
え
て
い
ま
す
。

（
前
頁
の
グ
ラ
フ
参
照
）

こ
の
間
、
韓
国
は
１
・
９
倍

に
急
上
昇
し
、
日
本
は
15
年
に

抜
か
れ
、
い
ま
は
３
８
万
円
差

と
な
り
、
日
本
が
足
踏
み
し
て

い
る
間
に
、
世
界
と
の
差
は
ど

ん
ど
ん
開
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
見
て
も
、
日
本
の
最

低
賃
金
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
を
し

て
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

（
執
行
部

Ｔ
）

＝

11
月
21
日＝

組
織
化
と
地
域
運

動
強
化
を
め
ざ
す

学
習
討
論
集
会

愛
労
連
副
議
長
の
若
井
さ
ん

の
司
会
で
討
論
集
会
が
始
ま
り

「
組
合
員
自
ら
が
声
を
上
げ
行

動
す
る
運
動
を
目
指
し
て
」
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
全
労
連
事
務

局
次
長
の
布
施
恵
輔
氏
よ
り
、

テ
ー
マ
の
具
体
的
手
法
と
し
て

「
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
オ

ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
」
を
取
り
入

れ
た
実
践
と
、
そ
の
変
化
を
米

国
の
労
働
組
合
で
の
組
織
化
の

例
で
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

良
く
あ
る
話
で
活
動
家
か
ら

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
組
織
で
目

標
を
決
め
推
し
進
め
よ
う
と
す

る
や
り
方
で
は
限
界
が
あ
り
、

人
は
戦
略
だ
け
で
は
行
動
し
な

い
こ
と
が
、
４
重
の
同
心
円
の

中
心
メ
ン
バ
ー
か
ら
隣
の
円
の

活
動
家
に
話
を
し
、
そ
の
活
動

家
は
そ
の
外
の
円
の
人
に
広
げ

て
い
く
手
法
で
実
践
す
る
人
を

増
や
し
て
い
く
い
ろ
い
ろ
な
繋

が
り
を
生
か
し
対
話
を
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
地
本
と
し
て
も
こ
の

手
法
を
勉
強
し
、
取
り
入
れ
て

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（

執
行
部

Ｓ
）
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■

今
後
の
予
定

■

12
月
２
日（
木
）全
労
連
秋
の
争
議
支
援

総
行
動
（
ア
ク
リ
ル
支
部
参
加
）

12
月
５
日（
日
）愛
労
連
春
闘
討
論
集
会

12
月
13
日（
月
）北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
Ｗ

氏
不
当
配
転
裁
判
（
地
裁
）

12
月
15
日（
水
）単
一
労
働
組
合
協
議
会

定
期
総
会

12
月
16
日（
木
）名
古
屋
地
域
支
部
Ｔ
氏

不
当
再
雇
用
条
件
裁
判
（
地
裁
）

12
月
23
日（
木
）地
本
執
行
委
員
会

12
月
27
日（
月
）日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
裁

判
（
地
裁
）

（
２
０
２
２
年
）

１
月
８
日（
土
）単
産
地
域
代
表
者
会
議
・

愛
労
連
旗
開
き

１
月
27
日（
木
）地
本
執
行
委
員
会

２
月
11
日（
金
）ト
ヨ
タ
総
行
動

２
月
17
日（
木
）春
の
地
域
総
行
動

編
集
後
記

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

年
明
け
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
拡
大
し
８
月
末
頃
ま
で
生
活

制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
減
少
が

維
持
さ
れ
収
束
に
向
か
え
ば
い
い
の
で

す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
拡
大
状
況
を

み
る
に
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
（
Ｕ
）

熱気あふれた討論集会！


